

































海外では「人と動物の絆(ヒューマン アニマル ボンド)国際会議」と呼ばれる世界会議が 3 年
ごとに 40 カ国以上から 7-800 名もの医師や医療カウンセラーあるいは獣医師や動物の専門家を
集めて動物介在ケア活動や動物介在療法について新活動方法や新治療法の研究報告が活発に行わ
れている。 
人と動物は「お互い様」の関係にあり、相手への「思いやり」は何も人と人の間だけのことで
はない。人と動物が「お互いを思いやる」関係も思いやり社会の創造ではないだろうか。このよ
うに発想を転換させて、新しい取り組み方の「思いやり社会」を創造していくことを考えてみる
ことが大切である。 
獣医師。専門は獣医内科学。「健康とアニマルセラピー」を研究。57歳。 
 
 
